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第１節 調査の概要 

（１）調査の目的 

狭山市地域福祉推進計画の中間評価を行うにあたり、狭山市民の福祉に関

する意識及び潜在的なニーズ等を把握するとともに、今後の地域福祉に関す

る計画のあり方を検討するための基礎資料とすることを目的に実施しまし

た。 

なお本報告は、平成２９年１月に行った単純集計結果を分析するために、

いくつかの設問回答に対するクロス集計を行ったものです。 

 

（２）調査対象世帯 

779 世帯（市内の公立小学校の５年１組または中学校２年１組に在籍する

児童・生徒及びその保護者） 

 

（３）調査方法 

学校を通じた配布・回収 

 

（４）調査期間 

平成２８年１０月３日（月）から２７日（木）まで 

 

（５）回収結果 

① 配 布 数：779 票 

② 有効回収数：639 票 

③ 回 収 率： 82.0％ 

 

（６）注意事項 

① 調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点以下第 

２位を四捨五入して算出しています。四捨五入の関係で、合計が 100％に

ならない場合があります。 

② 複数回答形式の場合、回答比率の合計は通常の 100％を超えます。 

③ 選択肢の語句が長い場合、本文や表・グラフ中では省略した表現を用い

ることがあります。 

 

 

 

 

親子アンケート調査報告 
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第２節 クロス集計の結果【市民調査共通箇所】 

（１）「悩みや不安」に関すること 

 
 １．年代別の「悩みや不安」（保問２、保問１３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ１３：年代別の悩み 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 健康・病気 29.6% 37.7% 38.2% 50.0% 0.0%

2 老後・将来 30.6% 35.4% 44.1% 50.0% 0.0%

3 家計・金銭的なこと 49.0% 45.3% 44.1% 0.0% 0.0%

4 家族の介護 8.2% 10.4% 29.4% 0.0% 0.0%

5 災害・地震 17.3% 15.2% 8.8% 0.0% 0.0%

6 子育て・教育 43.4% 43.8% 44.1% 50.0% 0.0%

7 生きがい 1.0% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0%

8 住まい 2.6% 1.3% 2.9% 0.0% 0.0%

9 治安・防犯 13.3% 12.7% 17.6% 0.0% 0.0%

10 近隣関係 5.1% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0%

11 仕事 7.7% 9.1% 8.8% 0.0% 0.0%

12 特にない 11.2% 11.9% 5.9% 0.0% 100.0%

13 その他 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回答総数 429 896 83 3 1

  小中学生を抱える保護者では、どの年齢層でも「金銭・家計のこと」や「子育て・

教育」の不安が多いが、年齢層が高いほど「老後・将来」の不安が高くなっている。 

 また、５０歳代で「家族の介護」の不安が高くなっている。一方で、年齢層が低

いほど「災害・地震」の不安が高くなっている。 
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 ２．年代別の「悩みや不安」の相談先（保問２、保問１４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ１４：年代別の悩みごと相談先
29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 164 341 30 2 0

1 家族・親族 88.4% 77.4% 70.0% 50.0%

2 知人・友人 68.9% 58.1% 53.3% 50.0%

3 隣近所の方 11.6% 5.9% 3.3% 0.0%

4 民生委員・児童委員 0.6% 0.0% 0.0% 0.0%

5 自治会役員 0.0% 0.6% 0.0% 0.0%

6 職場の人 10.4% 14.1% 0.0% 0.0%

7 医療機関 6.7% 5.6% 10.0% 0.0%

8 市役所 0.6% 0.9% 3.3% 0.0%

9 社会福祉協議会 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10 ＮＰＯ法人 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11
ボランティア団体（配食・サロ
ン・話し相手等）

0.0% 0.6% 3.3% 0.0%

12
福祉施設（保育所、障害者施設、特養
等）

1.2% 0.3% 0.0% 0.0%

13 相談機関（地域包括支援センター等） 0.6% 0.9% 6.7% 0.0%

14
教育機関（幼稚園・保育園・学校
等）

3.7% 5.0% 0.0% 0.0%

15 相談できる人や相談先がない 1.8% 6.7% 3.3% 0.0%

16 相談したくない、自分で解決する 4.9% 5.6% 6.7% 50.0%

17 その他 1.8% 1.2% 0.0% 0.0%

回答総数 330 623 48 3 0

 
 年齢層が低いほど、「家族・親族」や「知人・友人」への相談が多い。 
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 ３．「悩みや不安」とその相談先（保問１３、保問１４）【回答数 100 に抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

Ｑ
14

暮らしの中の
悩み・不安と
その相談先

健
康

・
病

気

老
後

・
将

来

家
計

・
金

銭
的

な
こ

と

家
族

の
介

護

災
害

・
地

震

子
育

て
・

教
育

生
き

が
い

住
ま

い
（

ゴ
ミ

・
騒

音
）

治
安

・
防

犯

近
隣

と
の

人
間

関
係

仕
事

回答数 32 34 59 8 17 52 1 4 14 5 9

1 家族・親族 81.3% 76.5% 78.0% 62.5% 94.1% 82.7% 100.0% 100.0% 85.7% 80.0% 55.6%

2 知人・友人 53.1% 52.9% 47.5% 62.5% 70.6% 61.5% 0.0% 50.0% 57.1% 60.0% 55.6%

3 隣近所の方 0.0% 2.9% 3.4% 0.0% 17.6% 7.7% 0.0% 25.0% 21.4% 20.0% 0.0%

4 民生委員・児童委員 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

5
自治会役員

（自治会長・班長）
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

6 職場の人 9.4% 8.8% 3.4% 12.5% 11.8% 5.8% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 11.1%

7 医療機関 15.6% 0.0% 1.7% 0.0% 23.5% 13.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 22.2%

8 市役所 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1%

9 社会福祉協議 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10 ＮＰＯ法人 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11
ボランティア団体

（配食・サロン・話相手等）
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

12
福祉施設 （保育所、障害者施
設、特別養護老人ホーム等）

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

13
相談機関 （地域包括支援セン
ター、ケアマネージャー等）

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

14 教育機関（幼稚園・保学校等） 9.4% 5.9% 6.8% 12.5% 5.9% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1%

15 相談できる人や相談先がない 0.0% 5.9% 3.4% 0.0% 0.0% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

16
相談したくない、
自分で解決する *

0.0% 11.8% 10.2% 0.0% 0.0% 5.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1%

17 その他 3.1% 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

総回答数 57 56 93 12 38 105 1 9 25 8 16

 
 「悩みや不安」の相談先として「家族・親族」や「知人・友人」には相談内容に

ほとんど偏りは見られない。 

 小中学生を抱える保護者ということもあり、「教育機関」に対して「健康・病気」

「家族の介護」「子育て・教育」「仕事」の相談が多い。 
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 ４．「相談先がない」人と「相談したくない」人の理由（保問１４、保問１５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ14 15 16

Ｑ
15

「相談先がない」と「相談したくない」
の理由

相談先がない 相談したくない

回答者数 23 26

1 自分でギリギリまで頑張りたいから 8.7% 38.5%

2 誰に相談をすれば良いのか分からない 39.1% 7.7%

3 気軽に相談できる相手がいないから 30.4% 3.8%

4 自分や家族のことを他人に知られたくないから 17.4% 19.2%

5 その他 0.0% 23.1%

 
 「相談先がない」人は、「誰に相談をすれば良いのか分からない」「気軽に相談

できる相手がいないから」という理由を回答している人が多い。 

一方で「相談したくない」人は、「自分でギリギリまで頑張りたいから」とい

う理由を回答している人が多い。 
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（２）近所づきあいに関すること 

 

 ５．年代別の近所づきあいへの考え方（保問２、保問１６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６．居住年数と近所づきあいへの考え方（保問４、保問１６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ１6：年代別の近所付き合い
29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 日頃から大切にしている 26.0% 31.9% 35.3% 0.0% 0.0%

2
万一の際は、互いに助け合えるよ
う心がけている

31.1% 30.6% 32.4% 50.0% 100.0%

3 顔や名前ぐらいは、知っている 28.6% 28.1% 20.6% 0.0% 0.0%

4
プライバシーがあり、あまり関わ
らないようにしている

7.7% 3.8% 5.9% 0.0% 0.0%

5
関わりたくない、またはその必要
がない

3.1% 1.5% 5.9% 0.0% 0.0%

6 その他 1.5% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0%

回答総数 192 389 34 1 1

 
 年齢層が高くなるほど、近所づきあいを大切にしている傾向が強い。 

Q4 1 2 3 4 5 6

居住年数と
近所付き合い

１年未満 １～５年 ６～９年 10～19年 20～29年 30年以上

回答者数　 20 110 171 288 19 24

1 日頃から大切にしている 15.0% 25.5% 32.7% 28.8% 52.6% 45.8%

2
万一の際は、互いに助け合えるよ
う心がけている

20.0% 28.2% 33.9% 31.9% 26.3% 25.0%

3 顔や名前ぐらいは、知っている 30.0% 29.1% 22.8% 30.2% 21.1% 25.0%

4
プライバシーがあり、あまり関わ
らないようにしている

10.0% 7.3% 4.7% 4.9% 0.0% 4.2%

5
関わりたくない、またはその必要
がない

5.0% 3.6% 0.6% 2.8% 0.0% 0.0%

6 その他 20.0% 3.6% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0%

総回答数 20 107 167 284 19 24

Q
16

 
 居住年数が２０年超になると、近所づきあいを大切にしている傾向が強い。 
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 ７．住居形態と近所づきあいへの考え方（保問８、保問１６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８．近所づきあいとコミュニケーション頻度（保問１６、保問１７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q8 1 2 3 4 5

居住形態と近所付き合い 一戸建て持ち家 分譲マンション
公団・市営
・県営住宅

賃貸マンショ
ン・アパート

・貸家
その他

回答者数　 469 47 20 82 7

1 日頃から大切にしている 32.8% 23.4% 20.0% 19.5% 28.6%

2
万一の際は、互いに助け合えるよ
う心がけている

32.2% 27.7% 20.0% 31.7% 28.6%

3 顔や名前ぐらいは、知っている 27.3% 34.0% 30.0% 25.6% 28.6%

4
プライバシーがあり、あまり関わ
らないようにしている

4.3% 8.5% 0.0% 11.0% 0.0%

5
関わりたくない、またはその必要
がない

0.9% 0.0% 15.0% 6.1% 14.3%

6 その他 1.1% 2.1% 10.0% 6.1% 0.0%

総回答数 462 45 19 82 7

Q
16

 
 持ち家と賃貸では、持ち家の人の方が近所づきあいを大切にしている傾向が強

い。 

Q17 1 2 3 4 5 6

近所つきあいの考え方と
近所との世間話をする機会頻度

ほとんど
毎日

週に２～
３回程度

週に１回
程度

月に１～
２回程度

ほとんど
ない

その他 無回答

回答者数 60 130 129 131 167 11 1

1 日頃から大切にしている 24.3% 33.3% 20.6% 12.7% 5.3% 3.2% 0.5%

2
万一の際は、互いに助け合えるよ
う心がけている

5.1% 23.7% 30.3% 25.8% 13.6% 1.5% 0.0%

3 顔や名前ぐらいは、知っている 1.7% 10.7% 14.1% 27.1% 45.2% 1.1% 0.0%

4
プライバシーがあり、あまり関わ
らないようにしている

0.0% 0.0% 6.1% 18.2% 75.8% 0.0% 0.0%

5
関わりたくない、またはその必要
がない

0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 92.9% 0.0% 0.0%

6 その他 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 92.3% 0.0% 0.0%

回答総数 59 129 127 130 167 11

Q
16

 
 近所づきあいを大切にしている人ほど、近所とのコミュニケーションをとる機会

を持っている傾向がある。一方で、近所づきあいをしたくない人ほど、近所とのコ

ミュニケーションをとる機会がないというように、近所づきあいの考え方と近所と

のコミュニケーション頻度には関係性がある。 
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 ９．近所づきあいの考え方と近所の解題の関係性（保問１６、保問１８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．近所づきあいの考え方と近所の課題に対する解決方法の関係性 

（保問１６、保問１９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q16 1 2 3 4 5 6

近所付き合いの考え方と
近所の課題

日
頃

か
ら

大
切

に
し

て
い

る

万
一

の
際

は
、

互
い

に
助

け
合

え
る

よ
う

心
が

け
て

い
る

顔
や

名
前

ぐ
ら

い
は

、
知

っ
て

い
る

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
あ

り
、

あ
ま

り
関

わ
ら

な
い

よ
う

に
し

て
い

る

関
わ

り
た

く
な

い
、

ま
た

は
そ

の
必

要
が

な
い

そ
の

他

188 198 177 33 14 13

1 住民のモラル 23.4% 15.2% 18.1% 12.1% 28.6% 23.1%

2 担い手不足 12.8% 15.7% 10.2% 6.1% 7.1% 15.4%

3 交流不足、近隣関係の希薄 6.4% 12.1% 6.8% 9.1% 7.1% 15.4%

4 防犯・治安 6.9% 9.1% 5.6% 15.2% 14.3% 15.4%

5 生活課題を抱えた住民 3.2% 1.5% 4.5% 6.1% 0.0% 7.7%

6 災害時の体制 4.8% 5.6% 6.2% 9.1% 0.0% 7.7%

7 特にない 58.5% 57.6% 57.1% 57.6% 50.0% 38.5%

8 その他 1.1% 2.5% 4.5% 6.1% 0.0% 15.4%

Q
18

 

 近所づきあいを大切にしている人の方が、近所の課題として担い手不足を感じてい

る傾向が強い。一方で、近所づきあいをしたくない人の方が、防犯・治安を課題に感

じている傾向が強い。 

Q16 1 2 3 4 5 6

近所付き合いの考え方と
近所の課題の解決方法

日
頃

か
ら

大
切

に
し

て
い

る

万
一

の
際

は
、

互
い

に
助

け
合

え
る

よ
う

心
が

け
て

い
る

顔
や

名
前

ぐ
ら

い
は

、
知

っ
て

い
る

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
あ

り
、

あ
ま

り
関

わ
ら

な
い

よ
う

に
し

て
い

る

関
わ

り
た

く
な

い
、

ま
た

は
そ

の
必

要
が

な
い

そ
の

他

回答数 78 84 76 14 7 8

1
近所に住む者として、でき
る範囲で支援したい

46.2% 42.9% 22.4% 28.6% 14.3% 25.0%

2
支援をしたいが、何をすれ
ば良いかわからない

20.5% 17.9% 26.3% 7.1% 0.0% 12.5%

3
支援をしたいが、自分のこ
とで精一杯で、その余裕が
ない

42.3% 35.7% 47.4% 78.6% 42.9% 50.0%

4
余計なお世話になってしま
うので、支援はしない

9.0% 8.3% 22.4% 14.3% 28.6% 12.5%

5
支援は行政の仕事だから、
近所の者がしなくてもよい

2.6% 1.2% 2.6% 7.1% 28.6% 0.0%

その他 2.6% 9.5% 1.3% 0.0% 0.0% 12.5%

Q
19

 
 近所づきあいを大切にしている人ほど、近所での課題に対して、できる範囲で支

援したいと考える傾向が強い。 
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１１．年代別の近所の課題に対する解決方法（保問２、保問１９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．コミュニケーション頻度と近所の課題に対する解決方法の関係性 

（保問１７、保問１９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ１9：年代別の課題解決方法 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1
近所に住む者として、できる範囲
で支援したい

16.3% 13.2% 32.4% 0.0% 0.0%

2
支援をしたいが、何をすれば良い
かわからない

9.2% 8.6% 2.9% 0.0% 0.0%

3
支援をしたいが、自分のことで精
一杯で、その余裕がない

20.9% 18.5% 11.8% 0.0% 0.0%

4
余計なお世話になってしまうの
で、支援はしない

5.6% 5.8% 5.9% 0.0% 0.0%

5
支援は行政の仕事だから、近所の
者がしなくてもよい

2.6% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0%

6 その他 1.0% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0%

回答総数 109 197 18 0 0

 
 年齢層が低いほど、近所の課題に対して、支援をしたいが自分のことで精一杯

で余力がないと考える傾向が強い。 

Q17 1 2 3 4 5 6

コミニュケーション頻度と
近所の課題解決の考え方

ほとんど
毎日

週に２～
３回程度

週に１回
程度

月に１～
２回程度

ほとんど
ない

その他

回答者数 32 64 62 73 87 8

1
近所に住む者として、できる範囲
で支援したい

53.1% 34.4% 32.3% 30.1% 18.4% 0.0%

2
支援をしたいが、何をすれば良い
かわからない

9.4% 21.9% 19.4% 12.3% 13.8% 50.0%

3
支援をしたいが、自分のことで精
一杯で、その余裕がない

15.6% 32.8% 33.9% 41.1% 44.8% 25.0%

4
余計なお世話になってしまうの
で、支援はしない

18.8% 6.3% 4.8% 9.6% 16.1% 25.0%

5
支援は行政の仕事だから、近所の
者がしなくてもよい

0.0% 3.1% 3.2% 2.7% 3.4% 0.0%

6 その他 3.1% 1.6% 6.5% 4.1% 3.4% 0.0%

Q
19

 
 コミュニケーション頻度が多いほど、近所の課題に対して、できる範囲で支援

をしたいと考える傾向が強い。一方で、コミュニケーション頻度が少ないほど、

近所の課題に対して、支援をしたいが自分のことで精一杯で余力がないと考える

傾向が強い。 

 



- 10 - 
 

１３．年代別の自治会に加入をして良かった理由（保問２、保問２１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４．年代別の自治会に加入しない理由（保問２、保問２２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ２１：自治会に加入して良かっ
たこと 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 162 341 30 1 1

1
自治会内のさまざまな情報が入手
できる

41.4% 38.7% 50.0% 0.0% 100.0%

2 良好なご近所づきあいにつながる 38.3% 41.6% 43.3% 100.0% 100.0%

3 地域の生活課題の解決につながる 8.0% 15.0% 13.3% 0.0% 100.0%

4
災害時、お互いに助け合うことが
できる

35.8% 29.6% 23.3% 100.0% 100.0%

5 特にない 31.5% 29.3% 26.7% 0.0% 0.0%

6 その他 1.9% 2.6% 3.3% 0.0% 0.0%

回答総数 254 535 48 2 4

 
 自治会加入の利点として、年齢層が高くなるほど「良好な近所づきあいにつなが

る」を、年齢層が低くなるほど「災害時の助け合い」を回答している傾向がある。 

1 2 3 4 5 6

Ｑ２２：自治会に加入しない理由
29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 29 51 4 0 0

1 自治会活動は必要ないと思う 20.7% 9.8% 0.0%

2
自治会が何をしているのか分から
ない

17.2% 15.7% 25.0%

3 自治会の役員・班長ができない 17.2% 19.6% 25.0%

4 自治会費の支払いが困難 17.2% 9.8% 25.0%

5 近所づきあいが煩わしい 13.8% 5.9% 50.0%

6
仕事・家族の世話などで時間がな
い

20.7% 25.5% 50.0%

7 自治会がない 6.9% 17.6% 0.0%

8 特にない 13.8% 17.6% 0.0%

9 その他 34.5% 25.5% 25.0%

回答総数 47 75 8 0 0

  自治会に加入しない理由として、年齢層が低くなるほど「自治会活動は必要ない」

と回答している傾向がある。一方で、年齢層が高くなるほど「仕事・家族の世話で

時間がない」と回答している傾向がある。 
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（３）地域活動に関すること 

 

１５．年代別の地域のつながりの必要性に対する考え方（保問２、保問２３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６．住居形態別の地域のつながりの必要性に対する考え方 

（保問８、保問２３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ２３：地域のつながり
の必要性

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 とても必要だと思う 28.1% 29.4% 35.3% 0.0% 100.0%

2 まあまあ必要だと思う 60.2% 64.3% 47.1% 50.0% 0.0%

3 あまり必要ないと思う 8.2% 3.5% 14.7% 0.0% 0.0%

4 必要ないと思う 1.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0%

5 その他 0.0% 0.3% 2.9% 0.0% 0.0%

回答総数 191 388 34 1 1

  地域のつながりの必要性について、６０歳未満で見た時に、年齢層が高いほど「と

ても必要だと思う」という回答が多い。 

Q8 1 2 3 4 5

居住形態と
地域のつながりの必要性

一戸建て持ち家 分譲マンション
公団・市営
・県営住宅

賃貸マンショ
ン・アパート

・貸家
その他

回答者数　 469 47 20 82 7

1 とても必要だと思う 31.3% 34.0% 10.0% 19.3% 28.6%

2 まあまあ必要だと思う 61.2% 57.4% 65.0% 69.9% 71.4%

3 あまり必要ないと思う 4.9% 6.4% 10.0% 8.4% 0.0%

4 必要ないと思う 0.6% 2.1% 0.0% 0.0% 0.0%

5 その他 0.2% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0%

総回答数 461 47 18 81 7

Q
23

  地域のつながりの必要性について、持ち家の人の方が賃貸の人よりも「とても必要

だと思う」と回答する傾向が強い。 
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１７．近所づきあいの大切さと近所づきあいの必要性に対する考え方の関係性

（保問１６、保問２３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８．年代別の住民相互の支え合いに対する考え方（保問２、保問２４） 

 ① あいさつや声かけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q16 1 2 3 4 5 6

近所付き合いの考え方と
地域のつながりの必要性

日
頃

か
ら

大
切

に
し

て
い

る

万
一

の
際

は
、

互
い

に
助

け
合

え
る

よ
う

心
が

け
て

い
る

顔
や

名
前

ぐ
ら

い
は

、
知

っ
て

い
る

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

が
あ

り
、

あ
ま

り
関

わ
ら

な
い

よ
う

に
し

て
い

る

関
わ

り
た

く
な

い
、

ま
た

は
そ

の
必

要
が

な
い

そ
の

他

回答数 188 198 177 33 14 13

1 とても必要だと思う 48.9% 26.8% 16.4% 21.2% 14.3% 7.7%

2 まあまあ必要だと思う 48.9% 69.2% 71.2% 54.5% 28.6% 76.9%

3 あまり必要ないと思う 2.1% 3.0% 7.9% 21.2% 35.7% 7.7%

4 必要ないと思う 0.0% 0.0% 1.7% 3.0% 7.1% 0.0%

5 その他 0.0% 0.5% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0%

Q
23

 

 近所づきあいの必要性を感じていない人ほど、地域のつながりの必要性を感じて

いない傾向が強い。 

1 2 3 4 5 6

Ｑ24(1)：あいさつや声かけ 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 とても必要だと思う 79.6% 82.5% 88.2% 50.0% 100.0%

2 まあまあ必要だと思う 16.8% 15.7% 11.8% 0.0% 0.0%

3 あまり必要ないと思う 0.5% 0.8% 0.0% 0.0% 0.0%

4 必要ないと思う 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

5 その他 0.5% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0%

回答総数 193 393 34 1 1
 

 ６０歳未満で見た場合、年齢層が高くなるほど「あいさつや声かけ」に対する必

要性は高く感じている傾向がある。 
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 ② 話し相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 気軽に出かけられる地域のサロンの運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 相談相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ24(2)：話し相手 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 とても必要だと思う 36.2% 38.7% 41.2% 50.0% 100.0%

2 まあまあ必要だと思う 45.4% 45.8% 41.2% 0.0% 0.0%

3 あまり必要ないと思う 11.7% 11.4% 11.8% 0.0% 0.0%

4 必要ないと思う 4.1% 2.3% 5.9% 0.0% 0.0%

5 その他 0.5% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回答総数 192 392 34 1 1
 

 年齢層が高くなるほど、話し相手の必要性を感じている傾向がある。 

1 2 3 4 5 6

Ｑ24(3)：地域のサロン運営 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 とても必要だと思う 23.5% 23.3% 23.5% 0.0% 100.0%

2 まあまあ必要だと思う 44.4% 48.6% 47.1% 0.0% 0.0%

3 あまり必要ないと思う 21.4% 15.7% 8.8% 50.0% 0.0%

4 必要ないと思う 4.6% 6.3% 14.7% 0.0% 0.0%

5 その他 4.6% 5.3% 5.9% 0.0% 0.0%

回答総数 193 392 34 1 1
 

 年齢層が低くなるほど、サロンの必要性を感じていない傾向がある。 

1 2 3 4 5 6

Ｑ24(4)：相談相手 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 とても必要だと思う 33.2% 32.9% 38.2% 0.0% 100.0%

2 まあまあ必要だと思う 39.3% 44.3% 32.4% 0.0% 0.0%

3 あまり必要ないと思う 18.9% 12.2% 11.8% 50.0% 0.0%

4 必要ないと思う 2.6% 6.1% 5.9% 0.0% 0.0%

5 その他 4.1% 3.8% 11.8% 0.0% 0.0%

回答総数 192 392 34 1 1
 

 年齢層が低くなるほど、相談相手の必要性について「あまり必要ない」と回答

している傾向がある。 
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 ⑤ ゴミ出し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑥ 病院などへの送迎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑦ 日用品の買い物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ24(5)：ゴミ出し
29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 とても必要だと思う 46.9% 47.3% 55.9% 0.0% 100.0%

2 まあまあ必要だと思う 27.6% 33.7% 20.6% 50.0% 0.0%

3 あまり必要ないと思う 11.2% 7.8% 11.8% 0.0% 0.0%

4 必要ないと思う 6.1% 4.3% 5.9% 0.0% 0.0%

5 その他 5.1% 5.3% 5.9% 0.0% 0.0%

回答総数 190 389 34 1 1  

 年齢層が高くなるほど、ゴミ出しの必要性を感じている傾向が強い。 

1 2 3 4 5 6

Ｑ24(6)：病院などへの送迎 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 とても必要だと思う 28.1% 27.8% 23.5% 0.0% 100.0%

2 まあまあ必要だと思う 43.4% 41.0% 47.1% 0.0% 0.0%

3 あまり必要ないと思う 14.8% 14.4% 20.6% 50.0% 0.0%

4 必要ないと思う 6.1% 9.1% 5.9% 0.0% 0.0%

5 その他 5.6% 7.1% 2.9% 0.0% 0.0%

回答総数 192 393 34 1 1
 

 どの年齢層でも、送迎の必要性についてほとんど変わらない。 

1 2 3 4 5 6

Ｑ24(7)：日用品の買い物 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 とても必要だと思う 19.9% 19.0% 26.5% 0.0% 100.0%

2 まあまあ必要だと思う 45.4% 45.1% 41.2% 0.0% 0.0%

3 あまり必要ないと思う 18.9% 18.5% 17.6% 50.0% 0.0%

4 必要ないと思う 8.2% 9.1% 5.9% 0.0% 0.0%

5 その他 5.6% 7.8% 8.8% 0.0% 0.0%

回答総数 192 393 34 1 1
 

 どの年齢層でも、買い物の必要性についてほとんど変わらない。 
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 ⑧ 避難の手助け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９．年代別の地域活動を始めた動機（保問２、保問１６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ24(8)：避難の手助け 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 とても必要だと思う 74.0% 69.1% 70.6% 50.0% 100.0%

2 まあまあ必要だと思う 19.4% 26.6% 26.5% 0.0% 0.0%

3 あまり必要ないと思う 0.5% 1.8% 2.9% 0.0% 0.0%

4 必要ないと思う 1.0% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0%

5 その他 2.0% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0%

回答総数 190 393 34 1 1  

 どの年齢層でも、避難の手助けの必要性についてほとんど変わらない。 

1 2 3 4 5 6

Ｑ26：地域活動を始めた動機 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 125 267 20 1 1

1 家族や友人に誘われたから 28.8% 24.3% 20.0% 0.0% 0.0%

2 自治会などから声がかかったから 52.0% 41.6% 50.0% 100.0% 0.0%

3 活動の趣旨・目的に賛同したから 12.8% 12.0% 20.0% 0.0% 0.0%

4
仕事や子育て等が終わり、時間に
余裕ができたから

0.0% 2.2% 5.0% 0.0% 0.0%

5
災害を契機として関心を持ったか
ら

0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0%

6
家族、友人等に困っている人がい
て、力になろうと思ったから

1.6% 2.2% 0.0% 0.0% 0.0%

7
自分の居場所を作ろうと思ったか
ら

4.0% 2.6% 10.0% 0.0% 100.0%

8 その他 16.8% 22.1% 25.0% 0.0% 0.0%

回答総数 145 290 26 1 1  

 どの年齢層でも「声がかかったから」という回答が多い。 

 年齢層が低くなるほど、「家族や友人に誘われたから」と回答している傾向があ

る。 



- 16 - 
 

２０．年代別の地域活動への参加意欲（保問２、保問２８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２１．年代別の地域活動への参加をしたくない理由（保問２、保問２９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ28：地域活動への参加 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 参加したいと思う 10.7% 9.4% 14.7% 0.0% 0.0%

2 まあ参加したいと思う 33.2% 38.7% 32.4% 50.0% 0.0%

3 あまり参加したいと思わない 26.5% 18.7% 20.6% 0.0% 0.0%

4 参加したいと思わない 8.7% 7.1% 8.8% 0.0% 100.0%

5 分からない 10.7% 17.7% 14.7% 0.0% 0.0%

6 その他 6.6% 3.5% 5.9% 0.0% 0.0%

回答総数 189 376 33 1 1
 

 どの年齢層でも、地域活動への参加意欲についてほとんど変わらない。 

1 2 3 4 5 6

Ｑ29：地域活動不参加の理由 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 69 102 10 0 1

1 仕事を持っているので時間がない 78.3% 83.3% 100.0% 0.0%

2
どのような活動があるのか情報が
ない

14.5% 11.8% 0.0% 0.0%

3 興味の持てる活動が見当たらない 23.2% 18.6% 30.0% 0.0%

4 健康や体力に自信がない 7.2% 16.7% 10.0% 0.0%

5 家事・育児に忙しくて時間がない 75.4% 52.9% 20.0% 100.0%

6
病人・高齢者・障害者の介護など
で時間がない

4.3% 4.9% 20.0% 0.0%

7
地域活動をする上での経済的負担
が大きい

11.6% 6.9% 10.0% 0.0%

8 家族の理解がない 8.7% 6.9% 0.0% 0.0%

9 地域にあまり関わりたくない 13.0% 7.8% 20.0% 0.0%

10 地域活動は必要がないと思う 10.1% 4.9% 10.0% 0.0%

11 その他 7.2% 9.8% 10.0% 0.0%

回答総数 175 229 23 0 1
 

 地域活動への参加をしたくない理由として、年齢層が高くなるほど「仕事を持っ

ているので時間がない」、年齢層が低くなるほど「家事・育児に忙しくて時間がな

い」と回答している傾向が強い。 
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（４）災害時に住民が支え合う地域づくりに関すること 

 

２２．年代別の災害時に住民が支え合う地域づくりに必要なこと 

（保問２、保問３２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ32：地域づくりに必要なこと 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1
日頃からのあいさつ、声かけやお
付き合い

72.4% 77.0% 76.5% 50.0% 100.0%

2 防災などに関する勉強会 27.0% 28.4% 14.7% 0.0% 100.0%

3
地域に居住する災害時要援護者の
把握

21.4% 19.0% 32.4% 50.0% 0.0%

4 地域での定期的な避難訓練 17.3% 25.1% 14.7% 0.0% 0.0%

5 自主防災組織づくり 11.2% 11.9% 17.6% 0.0% 0.0%

6
福祉サービスなどを提供する施設
や事業者との連携

12.8% 10.4% 14.7% 0.0% 100.0%

7 分からない 14.8% 7.3% 11.8% 0.0% 0.0%

8 その他 1.5% 0.8% 2.9% 0.0% 0.0%

回答総数 350 710 63 2 3
 

 どの年齢層でも、災害時に支え合う地域づくりには「日頃からのあいさつや

付き合い」の必要性を感じている傾向がある。 

 ５０歳未満の年齢層では「防災の勉強会」、４０歳代では「定期的な避難訓練」

が地域づくりには必要であると感じている回答が多い。 
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２３．年代別の災害時に住民が支え合う地域づくりとしてできること 

（保問２、保問３３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ33：地域づくりにできること 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1
日頃からのあいさつ、声かけやお
付き合い

81.6% 84.3% 85.3% 50.0% 100.0%

2 防災などに関する勉強会への参加 17.9% 18.2% 17.6% 0.0% 100.0%

3
地域での定期的な避難訓練への参
加

21.4% 29.4% 23.5% 0.0% 0.0%

4
地域での平常時からの見守り支援
への参加

9.7% 14.7% 11.8% 0.0% 0.0%

5 自主防災組織への参加 3.6% 5.6% 14.7% 0.0% 0.0%

6
要援護者避難支援プランにおける
支援者としての参画

2.0% 3.3% 8.8% 0.0% 0.0%

7 分からない 14.8% 9.1% 14.7% 0.0% 0.0%

8 その他 1.0% 0.5% 2.9% 0.0% 0.0%

回答総数 298 652 61 1 2
 

 どの年齢層でも、災害時に支え合う地域づくりとしてできることは「日頃から

のあつさつや付き合い」を回答している人が多い。 

 ４０歳代では「定期的な避難訓練への参加」、５０歳代では「自主防災組織へ

の参加」が地域づくりとしてできるとした回答が多い。 
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（５）身近に感じる地域とこれからの地域福祉に関すること 

 

２４．地域に対する愛着と暮らしやすさの関係性（保問３５、保問３６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５．年代別の社会福祉協議会の認知度（保問２、保問３９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２６．年代別の民生委員の認知度（保問２、保問４０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q35 1 2 3 4

地域への愛着度と
地域の暮らしやすさ

とても愛着
がある

ある程度
愛着がある

あまり愛着
がない

まったく
愛着がない

回答者数 64 432 158 27

1 暮らしやすい 68.8% 23.6% 5.7% 7.4%

2 どちらかと言うと暮らしやすい 26.6% 63.4% 41.8% 11.1%

3 どちらともいえない 4.7% 10.6% 40.5% 55.6%

4 どちらかと言うと暮らしにくい 0.0% 1.6% 10.1% 7.4%

5 暮らしにくい 0.0% 0.5% 0.6% 18.5%

回答総数　 64 431 156 27

Q
36

 

 地域に愛着をもっている人ほど、住んでいる地域を暮らしやすいと感じている

傾向が強い。 

1 2 3 4 5 6

Ｑ39：社協を知っているか 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 名前も活動も知っている 15.8% 15.2% 47.1% 50.0% 100.0%

2
活動は知らないが名前は知ってい
る

40.3% 50.9% 32.4% 0.0% 0.0%

3 名前も活動も知らない 40.8% 29.9% 20.6% 0.0% 0.0%

4 その他 1.0% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回答総数 192 383 34 1 1
 

 年齢層が低くなるほど、社会福祉協議会の認知度が低い傾向が強い。 

1 2 3 4 5 6

Ｑ40：民生委員を知っているか 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 名前も活動も知っている 8.7% 11.1% 20.6% 50.0% 0.0%

2
活動は知らないが名前は知ってい
る

36.2% 37.7% 41.2% 0.0% 100.0%

3 名前も活動も知らない 10.7% 11.4% 8.8% 0.0% 0.0%

4 その他 43.4% 36.5% 26.5% 0.0% 0.0%

回答総数 194 382 33 1 1
 

 どの年齢層でも、民生委員という「名前は知っている」との回答が多い。 
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２７．年代別の暮らしやすい地域にしていくための考え方（保問２、保問４１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ41：地域に必要なこと 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1 家族内での支え合い 34.2% 26.3% 26.5% 50.0% 0.0%

2 ご近所づきあい、住民相互の交流 43.4% 40.5% 35.3% 50.0% 0.0%

3 地域住民の支え合いや助け合い 31.1% 29.6% 29.4% 0.0% 100.0%

4 自治会活動の活性化 8.2% 9.9% 8.8% 0.0% 0.0%

5
身近な相談相手である民生委員の
増員

2.0% 1.8% 2.9% 0.0% 0.0%

6
ＮＰＯ法人等が行う福祉サービス
の充実

1.5% 4.6% 5.9% 0.0% 0.0%

7 福祉・保健等に関する情報提供の充実 11.7% 14.7% 29.4% 0.0% 100.0%

8
公的福祉サービスの対象とならない方
への援護

9.7% 9.4% 11.8% 0.0% 0.0%

9 単身者等の社会的孤立の予防 8.7% 7.8% 14.7% 0.0% 0.0%

10 市役所での福祉サービス手続の簡略化 15.8% 14.7% 17.6% 0.0% 0.0%

11 年金など、社会保障の充実 28.1% 33.7% 41.2% 0.0% 0.0%

12 介護など、公的福祉サービスの充実 23.5% 25.8% 26.5% 0.0% 100.0%

13 医療、医療機関の充実 22.4% 25.8% 20.6% 0.0% 0.0%

14 その他（具体的に： 2.0% 2.5% 2.9% 0.0% 0.0%

回答総数 475 976 93 2 3
 

 60 歳未満で見た場合、年齢層が低くなるほど、「家族内での支え合い」や「近

所づきあい、住民相互の交流」の必要性を感じている傾向が強い。 

 一方で、年齢層が高くなるほど、「情報提供の充実」や「社会保障の充実」の

必要性を感じている傾向が強い。 
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２８．年代別の地域福祉の充実のために市や社会福祉協議会が優先的に取り組

むべきこと（保問２、保問４３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 2 3 4 5 6

Ｑ43：地域福祉で取組むべきこと 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

回答者数 0 196 395 34 2 1

1
小中学校等における福祉教育の充
実

48.5% 45.6% 38.2% 50.0% 0.0%

2 地域における災害時の体制整備 33.7% 42.0% 32.4% 0.0% 0.0%

3 地域福祉に関連する人材の育成 18.4% 19.5% 26.5% 0.0% 0.0%

4 福祉に関連する事業者の育成 10.2% 9.9% 2.9% 0.0% 100.0%

5
地域福祉活動団体による福祉サー
ビスの充実・質の向上

16.8% 18.7% 8.8% 0.0% 0.0%

6
福祉に関する総合相談など、相談
体制の充実

16.3% 17.7% 23.5% 50.0% 100.0%

7
成年後見制度の利用促進や権利擁護事
業の推進

2.6% 4.6% 11.8% 0.0% 100.0%

8 関係機関の連携の推進 10.2% 11.4% 17.6% 0.0% 0.0%

9 情報提供体制の充実 12.8% 20.0% 20.6% 0.0% 0.0%

10
地域福祉懇談会など地域情報共有の充
実

1.0% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11
ボランティア、NPOや福祉事業者との
協働

4.6% 6.6% 14.7% 0.0% 0.0%

12 地域活動への参加の促進 3.6% 6.8% 8.8% 0.0% 0.0%

13 世代間交流の促進 7.7% 9.6% 11.8% 0.0% 0.0%

14 その他 2.0% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0%

回答総数 369 851 74 2 3
 

 ６０歳未満で見た場合、地域福祉の充実のためには、年齢層が低くなるほど、

「小中学校等における福祉教育の充実」の必要性を感じている傾向が強い。 

 一方で、年齢層が高くなるほど、「地域福祉に関連する人材の育成」や「相談

体制の充実」「情報提供体制の充実」の必要性を感じている傾向が強い。 
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第３節 クロス集計の結果【親子調査独自箇所】 

（１）児童・生徒の学年等による差異 

 

 １．近所にいるおじいさんへの手助けに対する学年の差異 

（児問２、児問１４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．近所にいるおじいさんへの手助けに対する家族構成の差異 

（児問１４、保問７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2 と Q14

学年別高齢者への手助け 小学校５年生 中学校２年生

Q
14

回答者数　 417 212

1 積極的に声をかけ、手助けする 44.4% 36.8%

2 向こうが助けを求めてきたら、手助けする 37.2% 44.8%

3 どうしたらよいか、わからない 13.7% 10.8%

4 手助けなどはしたくない。多分しないと思う 1.2% 3.3%

5 その他 1.4% 3.3%

無回答 2.2% 0.9%

総回答数　 417 212

学年

 
 困っている高齢者への接し方について、中学校２年生よりも小学校５年生の

方が「積極的に声をかけ、手助けをする」との回答が多い。 

保Q7 1 2 3

児

家族構成による、子どもの道で困ってる高齢者へ
の接し方

親
と

子
の

二
世

代
世

帯

親
と

子
と

孫
の

三
世

代
世

帯

そ
の

他

Q14 回答者数 524 78 18

1 積極的に声をかけ、手助けする 41.8% 38.5% 44.4%

2 向こうが助けを求めてきたら、手助けする 38.7% 46.2% 44.4%

3 どうしたらよいか、わからない 13.7% 6.4% 11.1%

4 手助けなどはしたくない。多分しないと思う 1.9% 2.6% 0.0%

5 その他 1.9% 2.6% 0.0%

無回答 1.9% 3.8% 0.0%
 

 困っている高齢者への接し方について、祖父母と同居していない児童・生徒の

方が「どうしたらよいか、わからない」との回答が多い。 
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 ３．近所にいる「障がい」のある方への手助けに対する学年の差異 

（児問２、児問１５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．近所にいる「障がい」のある方への手助けに対する家族構成の差異 

（児問１５、保問７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2 と Q15

学年別障害者への手助け 小学校５年生 中学校２年生

Q
14

回答者数　 417 212

1 積極的に声をかけ、手助けする 44.1% 38.7%

2 向こうが助けを求めてきたら、手助けする 30.2% 41.5%

3 どうしたらよいか、わからない 18.9% 16.5%

4 手助けなどはしたくない。多分しないと思う 3.1% 2.4%

5 その他 1.7% 0.9%

無回答 1.9% 0.0%

総回答数　 417 212

学年

 

 困っている障がい者への接し方について、小学校５年生よりも中学校２年生の

方が「向こうが助けを求めてきたら、手助けをする」との回答が多い。 

保Q7 1 2 3

児

家族構成による、子どもの道で困ってる障害者へ
の接し方

親
と

子
の

二
世

代
世

帯

親
と

子
と

孫
の

三
世

代
世

帯

そ
の

他

Q15 回答者数 524 78 18

1 積極的に声をかけ、手助けする 40.5% 43.6% 55.6%

2 向こうが助けを求めてきたら、手助けする 34.2% 35.9% 22.2%

3 どうしたらよいか、わからない 19.3% 9.0% 22.2%

4 手助けなどはしたくない。多分しないと思う 2.5% 6.4% 0.0%

5 その他 1.9% 2.6% 0.0%

無回答 1.7% 2.6% 0.0%
 

 困っている障がい者への接し方について、祖父母と同居していない児童・生徒の

方が「どうしたらよいか、わからない」との回答が多い。 
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 ５．校内で困っている児童・生徒への手助けに対する学年の差異 

（児問２、児問１６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．校内で困っている児童・生徒への手助けに対する家族構成の差異 

（児問１６、保問７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2 と Q16

学年別困っている生徒への手助け 小学校５年生 中学校２年生

Q
16

回答者数　 417 212

1 積極的に声をかけ、手助けする 62.8% 53.3%

2 向こうが助けを求めてきたら、手助けする 28.3% 37.3%

3 どうしたらよいか、わからない 5.0% 5.2%

4 手助けなどはしたくない。多分しないと思う 1.7% 3.3%

5 その他 0.7% 0.9%

無回答 1.4% 0.0%

総回答数　 417 212

学年

 

 困っている児童・生徒への接し方として、中学校２年生よりも小学校５年生の

方が「積極的に声をかけ、手助けをする」との回答が多い。 

保Q7 1 2 3

児

家族構成による、子どもの校内で困ってる児童・
生徒への接し方

親と子の
二世代世
帯

親と子と
孫の三世
代世帯

その他

Q16 回答者数 524 78 18

1 積極的に声をかけ、手助けする 58.6% 57.7% 66.7%

2 向こうが助けを求めてきたら、手助けする 30.5% 35.9% 33.3%

3 どうしたらよいか、わからない 5.5% 2.6% 0.0%

4 手助けなどはしたくない。多分しないと思う 2.5% 1.3% 0.0%

5 その他 1.0% 1.3% 0.0%

無回答 1.9% 1.3% 0.0%
 

 困っている児童・生徒への接し方として、家族構成による差異はほとんど見られ

ない。 
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 ７．困っている時の相談相手に対する学年の差異（児問２、児問１７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2 と Q17

学年別困った時の相談先 小学校５年生 中学校２年生

Q17 回答者数　 417 212

1 家族 86.8% 70.8%

2 親戚 16.8% 10.4%

3 学校の先生 32.6% 24.1%

4 学校や近所の友達、先輩・後輩 47.2% 64.6%

5 インターネット上の友達、知り合い 4.8% 7.5%

6 近所の大人 5.3% 3.3%

7 相談できる人がいない 2.4% 5.7%

8 その他 3.1% 5.7%

総回答数　 830 407

学年

 

 児童・生徒自身が困っている時の相談相手について、中学校２年生よりも小学校

５年生の方が「家族」や「学校の先生」との回答をする傾向が強い。一方で、小学

校５年生よりも中学校２年生の方が「学校や近所の友達、先輩・後輩」との回答を

する傾向が強い。 
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（２）保護者の福祉教育・家庭教育の考え方に関すること 

 

８．保護者が考える子どもによる気づき・手助けと学年の差異 

（児問２、保問４４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．家庭での福祉教育と学年の差異（児問２、保問４８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児Q2

保

小学校
５年生

中学校
２年生

Q44 回答者数　 417 212

1 できていると思う 18.9% 24.5%

2 どちらかと言うとできていると思う 49.9% 40.6%

3 どちらともいえないと思う 22.1% 24.5%

4 どちらかと言うとできていないと思う 4.8% 6.6%

5 その他 1.2% 0.9%

無回答 3.1% 2.8%

学年

 

児Q2

保

小学校
５年生

中学校
２年生

Q48 回答者数　 417 212

1 きちんと教えている・教えるべきだ 16.3% 16.5%

2 機会があれば教えている・教えるべきだ 62.1% 61.3%

3 あまりできていない 15.1% 15.1%

4 どう教えたらよいか、わからない 1.9% 2.8%

5 その他 1.0% 0.5%

無回答 3.6% 3.8%

学年

 

 子どもによる困っている人への配慮について、保護者の考えに対する学年によ

る差異はほとんど見られない。 

 家庭での福祉教育の必要性について、学年による差異はほとんど見られない。 
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１０．家庭での福祉教育と保護者が考える子どもによる気づき・手助けの 

関係性（保問４４、保問４８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．福祉教育の必要性と家庭での福祉教育の関係性（保問４５、保問４８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保Q44 1 2 3 4 5

保

高齢者などへの配慮について、家庭での教
えと
子どもが困っている人への手助けができて
いるか

で
き

て
い

る
と

思
う

ど
ち

ら
か

と
言

う
と

で
き

て
い

る
と

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
と

思
う

ど
ち

ら
か

と
言

う
と

で
き

て
い

な
い

と
思

う

そ
の

他

Q48 回答者数　 132 299 146 34 7

1 きちんと教えている・教えるべきだ 35.6% 14.7% 8.2% 0.0% 0.0%

2 機会があれば教えている・教えるべきだ 56.1% 66.2% 70.5% 44.1% 14.3%

3 あまりできていない 4.5% 14.7% 17.1% 47.1% 85.7%

4 どう教えたらよいか、わからない 0.8% 2.3% 2.7% 8.8% 0.0%

5 その他 1.5% 0.7% 0.7% 0.0% 0.0%

無回答 1.5% 1.3% 0.7% 0.0% 0.0%
 

 家庭での福祉教育を教えている保護者ほど、子どもによる困っている人への配

慮をできていると思っている傾向が強い。 

保Q45 1 2 3 4 5

保

高齢者への配慮や接し方について考え・実
践する「福祉教育」の必要性と、
家庭での子どもへの教育

と
て

も
必

要
だ

と
思

う

他
の

教
育

や
し

つ
け

と
同

じ
く

ら
い

必
要

だ
と

思
う

あ
ま

り
必

要
で

は
な

い
と

思
う

必
要

な
い

そ
の

他

Q48 回答者数　 282 300 23 3 8

1 きちんと教えている・教えるべきだ 23.0% 11.0% 17.4% 0.0% 0.0%

2 機会があれば教えている・教えるべきだ 61.7% 66.3% 52.2% 66.7% 25.0%

3 あまりできていない 11.7% 19.7% 13.0% 0.0% 37.5%

4 どう教えたらよいか、わからない 1.4% 2.0% 13.0% 33.3% 12.5%

5 その他 0.7% 0.3% 4.3% 0.0% 12.5%

無回答 1.4% 0.7% 0.0% 0.0% 12.5%
 

 福祉教育の必要性を感じている保護者ほど、家庭での福祉教育に取り組んでい

る傾向がある。 
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１２．保護者が考える適切な福祉教育の内容（保問４６、保問４７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保Q46 1 2 3 4 5

保

学校での福祉教育の現状は
適切に行われているかどうか
と効果的だと思われる方法

行
わ

れ
て

い
る

と
思

う

あ
ま

り
行

わ
れ

て
い

な
い

と
思

う

行
わ

れ
て

い
な

い
と

思
う

学
校

で
の

福
祉

教
育

は
、

必
要

な
い

と
思

う

そ
の

他

Q47 回答者数　 278 247 39 5 31

1
体が不自由な方の疑似体験（車椅子に乗
る）

42.8% 30.4% 20.5% 0.0% 16.1%

2 目が不自由な方の疑似体験 36.7% 27.5% 25.6% 0.0% 12.9%

3 お年寄りの疑似体験 27.3% 28.7% 25.6% 0.0% 16.1%

4 障がいがある方の体験などを聞く 35.3% 32.0% 20.5% 20.0% 16.1%

5 手話や点字などの技術を学ぶ 20.1% 19.4% 25.6% 40.0% 32.3%

6 福祉施設などでボランティア活動を行う 47.8% 50.6% 43.6% 0.0% 45.2%

7 バリアフリーに関する調査を行う 2.9% 2.0% 7.7% 20.0% 3.2%

8
教科書や読本、テレビ、映像を見て学習す
る

8.3% 9.7% 0.0% 20.0% 12.9%

9 地域のお年寄りと交流する 42.8% 43.3% 35.9% 40.0% 51.6%

10 特にない 1.1% 2.0% 7.7% 40.0% 0.0%

11 その他 1.8% 3.2% 7.7% 0.0% 16.1%

総回答数 742 615 86 9 69
 

 学校での福祉教育が適切に行われていないと思う保護者よりも適切に行われ

ていると思う保護者の方が、「体が不自由な方の疑似体験」や「目が不自由な方

の疑似体験」を学校で行われる福祉教育として効果的と考えている傾向がある。 
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（３）児童・生徒と保護者の考え方の差異 

 

１３．保護者が考える子どもによる気づき・手助けと、子どもによる近所に 

いるおじいさんへの手助けとの関係性（児問１４、保問４４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４．保護者が考える子どもによる気づき・手助けと、子どもによる近所に 

いる「障がい」のある方への手助けとの関係性（児問１５、保問４４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保Q44 1 2 3 4 5

児

「保護者の思い」と
「高齢者への子どもの思い」

で
き

て
い

る
と

思
う

ど
ち

ら
か

と
言

う
と

で
き

て
い

る
と

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
と

思
う

ど
ち

ら
か

と
言

う
と

で
き

て
い

な
い

と
思

う

そ
の

他

Q14 回答者数　 132 299 146 34 7

1 積極的に声をかけ、手助けする 55.3% 43.1% 30.1% 35.3% 0.0%

2
向こうが助けを求めてきたら、
手助けする

33.3% 41.5% 42.5% 35.3% 57.1%

3 どうしたらよいか、わからない 6.1% 10.0% 20.5% 17.6% 42.9%

4 手助けなどはしたくない、多分しないと思う 2.3% 1.7% 2.1% 2.9% 0.0%

5 その他 2.3% 1.3% 2.7% 2.9% 0.0%

無回答 0.8% 2.3% 2.1% 5.9% 0.0%

回答者数　 132 299 146 34 7
 

保Q44 1 2 3 4 5

児

「保護者の思い」と
「障がい者への子どもの思い」

で
き

て
い

る
と

思
う

ど
ち

ら
か

と
言

う
と

で
き

て
い

る
と

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
と

思
う

ど
ち

ら
か

と
言

う
と

で
き

て
い

な
い

と
思

う

そ
の

他

Q15 回答者数　 1 2 3 4 5

1 積極的に声をかけ、手助けする 54.5% 44.8% 31.5% 23.5% 14.3%

2 向こうが助けを求めてきたら、手助けする 26.5% 31.1% 40.4% 50.0% 28.6%

3 どうしたらよいか、わからない 13.6% 18.1% 19.9% 14.7% 57.1%

4 手助けなどはしたくない。多分しないと思う 3.0% 2.7% 2.7% 5.9% 0.0%

5 その他 1.5% 1.3% 3.4% 0.0% 0.0%

無回答 0.8% 2.0% 2.1% 5.9% 0.0%

総回答数　 132 299 146 34 7
 

 困っている人への手助けをできていると思っている保護者の児童・生徒ほど、

実際に児童・生徒による高齢者への手助けができている傾向が強い。 

 困っている人への手助けをできていると思っている保護者の児童・生徒ほど、実

際に児童・生徒による障がい者への手助けができている傾向が強い。 
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１５．保護者が考える子どもによる気づき・手助けと、子どもによる校内で 

困っている児童・生徒への手助けとの関係性（児問１６、保問４４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６．家庭での福祉教育と子どもによる近所にいるおじいさんへの手助け 

との関係性（児問１４、保問４８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保Q44 1 2 3 4 5

児

「保護者の思い」と
「困っている生徒への

子どもの思い」

で
き

て
い

る
と

思
う

ど
ち

ら
か

と
言

う
と

で
き

て
い

る
と

思
う

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
と

思
う

ど
ち

ら
か

と
言

う
と

で
き

て
い

な
い

と
思

う

そ
の

他

Q16 回答者数　 1 2 3 4 5

1 積極的に声をかけ、手助けする 73.5% 61.2% 47.3% 44.1% 0.0%

2 向こうが助けを求めてきたら、手助けする 22.0% 31.1% 35.6% 35.3% 57.1%

3 どうしたらよいか、わからない 0.8% 3.0% 10.3% 8.8% 42.9%

4 手助けなどはしたくない。多分しないと思う 2.3% 2.3% 1.4% 5.9% 0.0%

5 その他 0.8% 0.7% 2.7% 0.0% 0.0%

無回答 0.8% 1.7% 2.7% 5.9% 0.0%

総回答数　 132 299 146 34 7
 

保Q48 1 2 3 4 5

児

高齢者等への配慮について、家庭での教育程度
と、道で困ってる高齢者への接し方

き
ち

ん
と

教
え

て
い

る
・

教
え

る
べ

き
だ

機
会

が
あ

れ
ば

教
え

て
い

る
・

教
え

る
べ

き
だ

あ
ま

り
で

き
て

い
な

い

ど
う

教
え

た
ら

よ
い

か
、

わ
か

ら
な

い

そ
の

他

Q14 回答者数 103 393 98 15 5

1 積極的に声をかけ、手助けする 42.7% 43.5% 31.6% 46.7% 40.0%

2 向こうが助けを求めてきたら、手助けする 41.7% 39.9% 39.8% 20.0% 40.0%

3 どうしたらよいか、わからない 10.7% 10.9% 21.4% 26.7% 0.0%

4 手助けなどはしたくない。多分しないと思う 1.0% 2.3% 1.0% 0.0% 0.0%

5 その他 1.0% 1.5% 3.1% 6.7% 20.0%

無回答 2.9% 1.8% 3.1% 0.0% 0.0%
 

 困っている人への手助けをできていると思っている保護者の児童・生徒ほど、

実際に児童・生徒への手助けができている傾向が強い。 

 家庭での福祉教育について「あまりできていない」「どう教えたらよいか、わか

らない」という保護者の児童・生徒ほど、児童・生徒自身も困っている高齢者に

対して「どうしたらよいか、わからない」と回答している傾向が強い。 
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１７．家庭での福祉教育と子どもによる近所にいる「障がい」のある方への 

手助けとの関係性（児問１５、保問４８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８．家庭での福祉教育と子どもによる校内で困っている児童・生徒への 

手助けとの関係性（児問１５、保問４８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保Q48 1 2 3 4 5

児

高齢者等への配慮について、家庭での教育程度
と、道で困ってる障害者への接し方

き
ち

ん
と

教
え

て
い

る
・

教
え

る
べ

き
だ

機
会

が
あ

れ
ば

教
え

て
い

る
・

教
え

る
べ

き
だ

あ
ま

り
で

き
て

い
な

い

ど
う

教
え

た
ら

よ
い

か
、

わ
か

ら
な

い そ
の

他

Q15 回答者数 103 393 98 15 5

1 積極的に声をかけ、手助けする 44.7% 43.5% 33.7% 40.0% 20.0%

2 向こうが助けを求めてきたら、手助けする 33.0% 33.8% 34.7% 20.0% 40.0%

3 どうしたらよいか、わからない 14.6% 16.5% 24.5% 33.3% 20.0%

4 手助けなどはしたくない。多分しないと思う 4.9% 2.8% 1.0% 6.7% 0.0%

5 その他 1.0% 1.8% 2.0% 0.0% 20.0%

無回答 1.9% 1.5% 4.1% 0.0% 0.0%
 

保Q48 1 2 3 4 5

児

高齢者等への配慮について、家庭での教育程度
と、校内で困ってる児童・生徒への接し方

き
ち

ん
と

教
え

て
い

る
・

教
え

る
べ

き
だ 機

会
が

あ
れ

ば
教

え
て

い
る

・
教

え
る

べ
き

だ

あ
ま

り
で

き
て

い
な

い

ど
う

教
え

た
ら

よ
い

か
、

わ
か

ら
な

い

そ
の

他

Q16 回答者数 103 393 98 15 5

1 積極的に声をかけ、手助けする 66.0% 58.8% 53.1% 46.7% 60.0%

2 向こうが助けを求めてきたら、手助けする 25.2% 31.6% 31.6% 46.7% 40.0%

3 どうしたらよいか、わからない 4.9% 4.3% 8.2% 6.7% 0.0%

4 手助けなどはしたくない、多分しないと思う 2.9% 1.5% 4.1% 0.0% 0.0%

5 その他 0.0% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 1.0% 2.0% 3.1% 0.0% 0.0%
 

家庭での福祉教育について「あまりできていない」「どう教えたらよいか、わか

らない」という保護者の児童・生徒ほど、児童・生徒自身も困っている障がい者

に対して「どうしたらよいか、わからない」と回答している傾向が強い。 

 家庭での福祉教育について「きちんと教えている・教えるべきだ」という保護者

の児童・生徒ほど、児童・生徒人も困っている児童・生徒に対して「積極的に声を

かけ、手助けする」と回答している傾向が強い。 


